


























































































































































































































に異なる事例が検討されている。すなわち、第 1段階ではA小学校 (77頁)、第 3段階は3小学校











































f学校経営研究J第 32巻 2007 
すら思える。第 1章から第3章を一括りにするのならば、基礎編とは別の名称は考えられなかった
だろうか。
スクールリーダーが読書対象という視点から基礎編を検討すると、第 1章の具体的な記述が高く
評価できる。その一方で、第 2章には若干の課題が残ったと言わざるを得ない。もう少し、実践を
考慮、した論述はできなかったのだろうか。たしかに、第2章第 1節現代学校の経営環境における分
析は明快である。だが、第 2章の中核と思われる第 3節学校の組織力のマネジメントは、抽象度が
かなり高い。
例えば、組織力を f組織ルーチンの体系J(35頁)とする自動車産業の分析枠組をストレートに
学校に当てはめている。そして、ルーチン的な改善能力は、授業改善(授業観、姿勢を含む)に相
当すると述べている (36頁)。だが、実際に教師の授業観を変えるためには、教師の経歴と心理に
まで踏み込むことが求められる。教育方法は身体化された技法だからである。つまり、授業改善は
きわめてダイナミックな行為であり、 f教育の質や効果を不断に点検J(36頁)するという静態的な
次元を超えた活動である。本文を読む限り、ノレーチンという表現も相侠って、授業研究の躍動性が
考慮されていないという印象を受ける。その結果、「個人、相互行為、装置がどのように組み合わさ
れば、教師の授業観や姿勢を変えられるのか。jというスクールリーダーの関心に応えられていない。
本文では、個人、相互行為、装置が「うまくかみあってJ(36頁)改善が進むと述べているが、読
者は、その具体的な方法を知りたいのである。スクールマネジメントの理論を主題とする場合も、
実践家の感覚を考慮、する必要があるだろう。
3. おわりに一学校経営学の再構築の必要性一
私は、本書の各章のレベルは高いという印象を持った。各章は最新の情報を取り込み、真撃に主
題を論究している。ただし、そのような感想、を持つのは、私が研究者だからである。研究者ならば、
本書の暖味な点は自分で補足しながら読むことができる。この本がスクールリーダーを対象とする
以上、誌は別である。すでに論評したように、いくつかの課題がある。これは、現在の学校経営学
の実践性が十分高まっていないことの表れである。学校経営学が実践性を高め、スクールリーダー
に有意な知識とアイデアを提供したいならば、学校経営学それ自体が再構築される必要がある。学
校経営の概念や構成分野は再構築の重要な視点、である。学校経営学を再構築するためには、当然、
学校経営研究者が自らの実践性を高める必要がある。これは、近年、日本教育経営学会で繰り返し
論じられてきた課題である。今後も、学校経営の理論と実践をめぐる問題は議論されていくだろう。
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